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平成29年第53号議案

平成29年度岡崎市水道事業会計予算

（総則）

第１条 平成29年度水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

⑴  給 水 戸 数 158,300 戸

⑵  年 間 総 給 水 量               42,240,000 ㎥ 

⑶  １ 日 平 均 給 水 量                115,730 ㎥ 

⑷  主要な建設改良事業  施 設 更 新 工 事 事業費   392,243 千円 

施 設 耐 震 化 工 事 事業費 705,700 千円

老朽管布設替工事 事業費 298,800 千円

拡 張 工 事 事業費 2,924,423 千円

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

第１款 水 道 事 業 収 益 7,795,106 千円

第１項 営 業 収 益 6,931,533 千円

第２項 営 業 外 収 益 863,571 千円

第３項 特 別 利 益 2 千円

支 出

第１款 水 道 事 業 費 用 7,156,436 千円

第１項 営 業 費 用 6,868,556 千円

第２項 営 業 外 費 用 280,880 千円

第３項 特 別 損 失 4,000 千円

第４項 予 備 費 3,000 千円

（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が

資本的支出額に対し不足する額5,068,824千円は減債積立金120,263千円、

建設改良積立金1,200,000千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支

調整額338,008千円並びに過年度分損益勘定留保資金3,410,553千円で補塡す

るものとする。）。

収 入

第１款 資 本 的 収 入 2,034,686 千円



第１項 企 業 債 1,037,500 千円

第２項 出 資 金 177,434 千円

第３項 工 事 負 担 金 513,836 千円

第４項 分 担 金 231,815 千円

第５項 他 会 計 負 担 金 23,000 千円

第６項 補 助 金 51,100 千円

第７項 固定資産売却代金 1 千円

支 出

第１款 資 本 的 支 出 7,103,510 千円

第１項 建 設 改 良 費 6,232,993 千円

第２項 企 業 債 償 還 金 870,517 千円

（企業債）

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおり

と定める。

起債の目的 限度額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

水道事業費

千円

1,037,500 普 通 貸 借 4.0％以内(た

だし、利率見

直し方式で借

り入れる資金

について、利

率の見直しを

行った後にお

いては、当該

見直し後の利

率)

政府資金等について

はその融資条件によ

り、銀行その他の場

合にはその債権者と

協定する融資条件に

よる。ただし、融資

条件又は企業財政の

都合により償還年限

を短縮し、若しくは

繰上償還し、又は低

利債に借換えするこ

とができる。

（一時借入金）

第６条 一時借入金の限度額は、500,000千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、第１款水

道事業費用のうち第１項営業費用及び第２項営業外費用に係る予算額に過不

足を生じた場合とする。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額

に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の

議決を経なければならない。



職 員 給 与 費 1,102,322 千円

（たな卸資産購入限度額）

第９条 たな卸資産の購入限度額は、90,000千円と定める。

平成29年２月28日提出

岡崎市長 内 田 康 宏

水道事業会計
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